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1.序論

第 1 章　研究の概要

1-1　緒言　主題化できないはずのエネルギー

現在、建築や住宅で消費されるエネルギーは建材の

生産過程も含めると全消費のほぼ40％を占めている。

消費という点においてエネルギーと建築は不可分な

関係にあるのだが、こと建築デザイン分野において

は全くと言っていいほど関係がない。つまり計画学

あるいは意匠の面から形態が決定され、それを構造

技術者、あるいは設備技術者が補完するという構図

が存在し、この時技術者は設計者に対して従属的で

建築形態に対して無縁である。

しかし、集落建築を見ると明らかなように、建築は

エネルギー（光・熱・風etc…）を効率良くコントロ

ールする事が最たる機能であった。つまり人類にと

って省エネルギーや自然エネルギーの利用というの

は進化の過程で持ち合わせた＜あたりまえの知恵＞

にすぎない。それゆえ、エネルギーを建築デザイン

という研究分野において主題化する事は、自明であ

るが故に本来出来ないはずなのである。

しかし時代は＜省エネルギー・自然エネルギー利用

＞の時代である。主題化されないはずのエネルギー

がまさに今の時代を象徴する＜文化＞になり得てい

る。これは異常事態である。しかし裏を返すと、こ

の異常事態にこそエネルギーに対する新たな視座お

よび提案が必要なのではないだろうか。

1-2　研究の目的と意義

本研究の目的は前述の通り、無意識的に形に組み込

まれていたはずの「エネルギー」について総合的に

思考し、建築を設計する上での問題点・留意点をあ

ぶり出すことである。また、そこで得られた新たな

視座としての「敷地固有の次世代エネルギー」を建

築設計に取り入れた具体的な提案を行うものである。

本研究は序論・本論・計画というプロセスで進めら

れるが、最も重要視しているのは計画である。故に

本研究において、一般学術的研究が持つ客観性を付

与する事は二の次とした。それよりも、より新たな

視座、主張を提示する事を優先すべき事項とした。

2.本論

第 2 章　エネルギーに関する覚書

2-1　建築・エネルギー小史

図2-1はエンバイロメンタ
ル・バブルといい、レイナ
ー・バンハムの論文「A
Home is not a House 」
（1965）にフランソワ・ダ
ルグレが描いた挿し絵であ
る。住む事に必要な設備機
械の一切を備えた一人用の
気泡型住宅の提案で、内部
の人間は自分を支えるエネ

ルギー供給設備の存在を気に留める事なく生活する。
現在の私達の生活はこの絵が示すものに限りなく近
い。つまりエネルギーという「環境」に包まれてい
るがその存在は意識の外にあるという生活である。
なぜエネルギーは「環境」化したのか。モダニズム
初期の建築家が、画期的な発明である設備配管をい
かに隠蔽するかに腐心した事は興味深い。
環境的設備を露わにした建築は、ダクトや機械プラント
がますます大きく複雑になるにつれ、それを隠す場所を
見つける困難に対処しなければならなかったと同じよう
に、美的な好みの変化にも対処しなければならなかった。
レイナー・バンハム『環境としての建築』鹿島出版会1981

エネルギーは時々に応じて変化する「環境」である
以上、その環境を規定する主体が存在する。レイナ
ー・バンハムはその主体は人間の審美眼・美的判断
であると主張した。つまりエネルギーが「環境」化
した事の背景には、当時の建築家の美的判断が存在
した。モダニズム期の建築家たちの審美眼はエネル
ギーを意識外の存在にならしめる事に成功したのだ。
意識の外にある、エネルギーは何の障壁もなく大量
消費されていく。そうして引き起こされたのが1973
年のオイル・ショックでありそれをきっかけに、地
球環境問題やエネルギー危機がようやく認知され、

「エコロジー」や「サステイナブル」「省エネルギー」

といった＜文化＞が現在まで続いている。

図 2-1　エンバイロメンタル・バブル



2-3　次世代エネルギー建築の条件

次に未来について論じる。本論では再生可能エネル
ギー（太陽・風力などの自然エネルギー）・リサイク
ルエネルギー（今まで利用されずに捨てられてきた
資源や、排熱から回収されるエネルギー）・高効率エ
ネルギー（燃料電池やコージェネレーションなど）
など従来の化石燃料によるエネルギー源ではない供
給システムを総称して＜次世代エネルギー＞とする。

現在エネルギーには3つの課題（安定供給・環境配慮・
市場原理の活用）があると言われているi。しかしこ
れら3項目には重大な問題点が存在する。それは20世
紀後半のオイルショックを契機に今まで全く意識さ
れていなかった課題が突如として浮上したという問
題である。それゆえこれらの課題から発明される次
世代エネルギー技術は、長い歴史で見ると既存技術
の熟成の末生まれる発明と言うよりは、偶発的に生
まれた短命な発明技術と言わざるを得ないii。

その問題は次世代エネルギー技術の「使われ方」に
顕著である。太陽電池パネルにせよ、家庭用燃料電
池にせよそれによって発電された電気は従来の電気
エネルギーの代替物としてしか利用されていない。
次世代エネルギー技術は、太陽電池パネルや家庭用
小型燃料電池のように、どこでも成立する普遍性を
持ち得ているが、同時に「敷地からの乖離」という
問題を伴っている。
このまま次世代エネルギー技術が展開すると、エネ
ルギーと建築形態の乖離がさらに進行し、地球環境
問題の根本的解決にはならない。エネルギーは建築
形態に反映されなければならない

そこで＜次世代エネルギーの固有化＞という概念を
提案する。ここで目指している事は、「1.偶発的に発
明された先行する技術を2.個別の敷地、個別の問題に
適用する事で、3.あたかもその技術が内発的展開の末
に完成したかのように再構築する事。」である（図4-1）。
そうすることで単なる機械器具としての次世代エネ
ルギー技術から敷地固有の建築形態を形成する要素
に変換可能なのではないか。

では＜次世代エネルギーの固有化＞を行うプロセス
を説明する。

1.敷地固有の問題のピックアップ
前述のように次世代エネルギー技術は個別の敷地に
適用しなければならない。そのために必要な事は具
体的敷地の選定およびその土地固有の問題点をピッ
クアップする事である。なぜなら敷地の具体的な問
題を解決する過程に次世代エネルギー技術を違和感
なく挿入する事で、敷地固有の次世代エネルギー利
用法が浮かび上がると考えるからである。
2.利用可能な次世代エネルギー技術のピックアッ
プとシステムの構築
次に敷地において利用可能な次世代エネルギーをピ
ックアップする。これは未利用で無駄にしているエ
ネルギーを利用することが望ましい。そして1.でピッ
クアップした敷地固有の問題を解決し得るコンセプ
トとその次世代エネルギーを組み合わせた新しい敷
地固有のエネルギーシステムを構築する。
3.敷地固有のプログラムの提案
最後に2.で構築したエネルギーシステムを上手く利用
できるプログラムを提案する。ここではプログラム
の決定が最後のプロセスである事が重要になる。そ
うすることで、2.で構築したシステムが敷地固有の使
われ方をするからである。
従来の代替物としてのエネルギーではなく、敷地固
有の次世代エネルギーを土地固有の使い方、つまり
プログラムに適応させる。結果的に次世代エネルギ
ー技術はあたかもその敷地の内発的展開の末に完成
したかのように再構築される。

2-4　小結
この章では次世代エネルギー技術が建築形態を形成
する要素となり得るために「次世代エネルギーの固
有化」が重要である事を提案した。

また敷地で生産されたエネルギーが敷地で使用され
るという＜閉じた回路＞を形成する事で従来の「発
電→送配電→使用」というエネルギーロスを伴う電
力供給プロセスを改善できるというメリットも副次
的に生まれるであろう。

3章以降は2-3で得られた設計手法を元にその具体的、
設計的提案を行う事とする。
                                                            
i平成 15年度　エネルギー白書　第一部　エネルギーを巡る課
題と対応より。
ii本来優れた技術の発明は過去の技術からの引用および転用の度重な
る連続の上、その延長線上に成り立つものである。つまり偶発的に突
然変異のように生まれる事はなく、社会的コンテクストおよび歴史と
いう線上に必然性をともなって位置づけられるものである。

図 4-1　次世代エネルギー技術の個別的適用
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